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• 第１回検討会での委員の皆様からのご意見と対応方針

• 上位・関連計画における位置づけ

• 松山駅周辺のポテンシャル

• 大手町通りの現状と周辺の課題

• 交通結節機能強化の方向性

検討の背景
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第１回検討会で頂いた主なご意見 対応方針

多様なモビリティ等の連携強化

・バスタ構想を考える際、バス、鉄道だけでなく、タクシーも交通拠点の中に位置付けして
いただきたい。

・バスタの構想の中で、どのようにタクシー
をニューモビリティとして挿入するか検討
方針を整理。

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性（案）
交通ターミナル機能】

・松山のまちなかの強みの一つは多様なモビリティが存在すること。新たな交通拠点の構想
は、モビリティの多様性という強みを生かしていくきっかけになる。

・交通ターミナル内、ＪＲ駅や市内電車電停
などとの連絡を含めて、モーダルコネクト
について検討方針を整理。

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性（案）
交通ターミナル機能】

・MaaSの時代への対応として、各種公共交通の連携を深めることが必要。

・歩行者空間をバスタの空間の中で作る際、歩行者空間とターミナルとどのように両立する
か。

・駅前広場の歩行・滞留空間の創出と合わせ
て、歩行者と車両の動線や空間創出につい
て検討方針を整理。

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性（案）
交流機能】

まちなか全体での拠点・ネットワークづくり

・松山市駅というもう一つのポテンシャルがある。松山ならではの特徴を生かしたバスタプ
ロジェクトの推進が必要。

・拠点とネットワークの視点のもと、松山市
駅との連携・役割分担や、他の主要施設と
とのネットワーク化も含めて方向性を整理。

【資料３ P13 交通結節機能強化の方向性】

・まちなかにバスやタクシー、次世代モビリティの拠点を複数設けてネットワーク化するな
ど、面的な観点での公共交通拠点づくり、地域公共交通の活性化や賑わい、あるいは防災
拠点を作るといった観点で構想していく方が良い。

・松山駅周辺に加えて、松山市駅を含む中心
市街地や道後地区も含めたエリアを検討対
象とする。

【資料４ P1 検討範囲（案）】

・未来志向で地域の課題解決、魅力あるまちづくりを考えることが必要 ・次世代モビリティや四国新幹線など、未来
を見据えた整備の検討を進める（継続）

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性（案）
次世代モビリティサービス】

・高速道路との接続路については、経路についても様々な検討が必要。 ・ICとのアクセスを考慮した方向性を整理。
【資料３ P13 交通結節機能強化の方向性】
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第１回検討会で頂いた主なご意見 対応方針

観光客の回遊促進・利便性向上

・松山市の玄関口である松山駅と、松山市中心部や道後が結びつき、観光客が回遊できるよ
うな交通拠点となることを期待する。

・検討対象範囲には、道後や松山城などの観
光地も含め、観光回遊やアクセス利便性に
ついても検討を行なう。

【資料４ P1 検討範囲（案）】・観光客の利便性の向上という視点を忘れずに、バスタ検討を行ってもらいたい。

賑わい創出・防災

・結節機能強化と賑わい創出の観点から進められることを期待する。 ・バスタにおいては、公共交通等の結節機能
強化や防災機能などの導入についても検討
する。
また、駅前広場や大手町通りと合わせた、
賑わいある拠点づくりの検討方針を整理。

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性（案）
交流機能、防災拠点】

・松山駅は愛媛県の陸の玄関口であり、賑わい溢れる交通拠点となることを期待する。

・交通拠点には、賑わい創出、防災拠点といった様々な役割が求められており、質の高い検
討をする必要。

周辺交通環境の改善

・大手町通りの扱いが非常に重要。 ・交通結節点整備や賑わいの創出と合わせて、
歩行回遊や公共交通のサービス向上に資す
る施策について検討を進める

【資料４ P1 検討範囲（案）】

・公共交通と一般交通の安全と円滑化の両立が必要不可欠。 ・松山駅前周辺道路を含めて、バスタ関連交
通の処理や歩行者・自転車の動線などの計
画検討方針を整理。

【資料４ P3 交通結節点整備の方向性
交通ターミナル機能】

・バスタ整備に伴い、周辺の交通環境の悪化が懸念される。安全・安心して通行できる環境
づくりが必要。



○松山駅周辺地区は交通結節機能の強化や利便性の向上を図る拠点として位置づけられており、各種
計画でその具体化を図っている。

２．上位・関連計画における位置づけ
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■上位・関連計画との関係

松山駅まち会議 松山駅交通結節点機能強化検討会

第6次松山市総合計画（後期基本計画） [H30.3]

松山駅交通結節点機能強化 整備方針
[検討中]

松山駅前広場等整備 基本計画（案）
[R2.2]

① 交通結節機能の強化
② 県都松山の玄関口にふさわしい景観形成
③ 駅まちの形成
④ 災害への備え

松山駅前広場等整備 基本設計 松山駅交通結節点機能強化 事業計画

第2期
まつやま圏域

未来共創ビジョン
[R3.3]

松山市都市計画
マスタープラン

[H23.3]

松山市
総合交通戦略
[H22.8]

松山市
中心地区市街地
総合再生計画
[H30.9改訂]

松山市
地域公共交通網

形成計画
[H31.3] 松山市

景観計画
[R3.4改訂]

松山市
立地適正化

計画
[R3.9変更]

関連計画
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■第2期まつやま圏域未来共創ビジョン

出典：第2期まつやま圏域未来共創ビジョン

■第6次松山市総合計画 後期基本計画

出典：第6次松山市総合計画後期基本計画（H30.3 松山市）に一部加筆

○JR松山駅、松山市駅、松山空港、松山港といった交通拠点の機能強化と、松山外環状道路をはじめ
とする幹線道路の整備により、交通ネットワークの推進・強化が位置づけられている。

広域拠点となる交通基盤を整備する政策３

■交通拠点及び幹線道路の位置づけ



■松山市景観計画
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■松山市都市計画マスタープラン

出典：松山市景観計画（R3.4改訂
松山市）に加筆

＜景観形成の基本的な考え方＞
大手町通りは、ＪＲ松山駅と城山
公園、さらに市の中心地区をつな
ぐ重要な都市軸であり、路面電車
利用者や歩行者が、松山の陸の玄
関口から松山城や道後に向けて移
動する際、最初に通行する通りで
す。広幅員の街路と沿道建築物が
調和した、美しさ、賑わい、風格の
感じられる魅力的な景観の形成を
図ります。

■松山市中心地区市街地総合再生計画

出典：松山市中心地区市街地総合再生計画（H30.9 松山市）に一部加筆

出典：松山市都市計画マスタープラン
（H23.3 松山市）に加筆

大手町通りは
回遊の軸に位置づけ

・歩きたくなる歩行者・自転車空
間ネットワークの形成
・景観計画区域における景観づ
くりと一体となった魅力づくり
・魅力ある通り･拠点の整備、道
路空間の高質化、溜まり空間･休
憩スペースづくりなどにより都
心機能を担う様々な資源の連携
による魅力の創出

○大手町通りは、JR松山駅と城山公園、さらに市の中心地区をつなぐ重要な都市軸、また松山市中心
地区における回遊の軸としての役割を担う。

■大手町通りの位置づけ

大手町駅周辺：「解く」
•松山駅、大手町駅、市民病院
をまとまったひとつの領域
と考えてつながりを強化し、
統一のイメージを与えること
で松山駅周辺に集まった
人々を中心部の方に近づけ
る。■歩いて暮らせるまちづくり

城山公園
(堀之内地区)
第1期整備

花園町通り
リニューアル

市駅前広場
整備(予定)

ロープウェー街
道路空間再配分

飛鳥乃湯泉整備

道後湯泉
本館周辺整備

一番町大街道口
景観整備

<歩いて暮らせるまちづくりの
推進>
○松山市では、コンパクトな都
市構造や路面電車などの公共
交通を生かしながら、「歩いて
暮らせるまちづくり」に取り組
んでいる。
○安全で快適な歩行者空間の
創出や、歩いて楽しい都市景観
の形成を進めるとともに、賑わ
いや憩いの場としての公共空
間の利活用を図っている。

出典：花園町通りリニューアルパンフレットを一部加工
大手町通りはJR 松山駅から道後温泉
までの歩行者軸に位置づけ



３．松山駅周辺のポテンシャル

○JR松山駅から松山空港、松山観光港、松山ICなどの広域交通拠点までは、30分以内と近接。
○松山駅近くには、市内路線バス及び郊外電車の起点となる松山市駅も位置するなど、交通結節機能
が集中している。

○松山市中心部への自動車交通の利用は約6.3～8.4万台/日と多いなかで、現在、松山外環状道路の
整備が進むなど、交通拠点と道路ネットワークの連携が図られている。

松
山
駅

松
山
観
光
港

松
山
空
港

松
山
Ｉ
Ｃ

約20分

（都市間バス）

（リムジンバス）

約15分
（リムジンバス）

約30分

出典：交通事業者HP

■広域交通拠点がコンパクトにまとまった都市構造

松山市

松前町

松山市駅

ＪＲ松山駅

松山観光港

7km

5km

2km

松山外環状道路
空港線

松山外環状道路
インター線

松山外環状道路
インター東線

調
査
中
区
間

松山空港

松山IC

松山港

余戸南IC

：直轄国道

：補助国道

：松山外環状道路

：高速道路

：松山外環状道路(調査中区間)

：広域交通拠点

：主な県道・市道

：JR

：伊予鉄道(郊外電車)

：伊予鉄道(路面電車)
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図 松山駅から各交通拠点までの所要時間

図 松山中心市街との交通流動

中心
市街

北部方面

南部方面

東部方面

6.3万台

8.4万台

7.3万台
国 道

ＲＯＵＴＥ

１１

国 道

ＲＯＵＴＥ

３３

国 道

ＲＯＵＴＥ

１９６

国 道

ＲＯＵＴＥ

５６

図 松山駅から主要交通結節点までの距離
出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

松山自動車道
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ＪＲ松山駅

松山市駅

銀天街

道後

大街道

コミュニティ
センター

松山城

県庁

市役所

市民病院

観光施設

交通拠点

文化・教育施設

市民会館、県立美術館、
県立図書館

○松山市は四国最大の人口を有し、中心部に主要な都市機能が集積するコンパクトな都市構造となっ
ている。

○中心市街地内には、松山駅・松山市駅の2大交通拠点のほか、道後・松山城などの観光施設、文
化・教育、医療施設のほか、商業・業務施設が多数立地している。

○道後温泉や松山城など年間１００万人を超える観光利用がある著名な観光資源が存在する。

愛媛大学・松山大学

医療施設

県立
中央病院

松山赤十字病院

県民文化会館

大規模商業施設

市街地再開発
事業(予定地)

■中心市街地の都市機能の集積

0 1,000m500m

観光施設 利用客数（R1）

道後温泉 1,043千人

松山城 1,328千人

出典：令和元年松山市観光客推定表
※利用客数は暦年集計
※松山城はﾛｰﾌﾟｳｪｲ・ﾘﾌﾄの利用客
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【松山空港年間利用者数】

16年間で75万人増

312万人 387万人

現況（2018年） 将来（2034年）

【四国の新幹線整備のイメージ】

出典：松山空港将来ビジョン検討会資料

出典：四国の新幹線実現を目指して
（四国新幹線整備促進期成会・四国鉄道活性化促進期成会）

○松山空港では、受入れ環境整備として、機能
拡充等の検討が進められており、リムジンバ
スの最初の降車場となる松山駅への多くの来
訪者が期待される。

松山 高松
2時間22分

42分
（100分短縮）

松山 新大阪
3時間30分

1時間38分
（112分短縮）

■松山空港の機能拡充 ■四国新幹線の導入

○四国新幹線の導入検討も進められており、県
内の新幹線駅として、松山駅内への併設が最
適と結論づけられている。
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○大手町通りの沿道には、業務施設・商業施設・住宅が混在して立地しており、周辺全域にわたり駐
車場が多く分散して立地している。

図 建物利用状況

業務施設

商業施設

宿泊施設

住宅

建物利用 用途凡例

医療・宗教施設

駐車場・駐輪場

大手町駅

JR松山駅

出典：国土地理院基盤地図情報「建物・区画データ」を基に編集・加工
※1 住宅地図ベースで土地建物利用状況を整理
※2 複数用途の建物は1階の用途で着色
※3 駐輪場・駐車場は一般利用できる立体施設及び平面施設を着色

至 今治市

至 高知市

■建物利用状況

※3

※1 ※2



ＪＲ
松山駅

大手町駅

松山市駅

大手町通り

千舟町通り
152便

○JR松山駅と大手町駅の利用者数は、鉄軌道合わせて、JR松山駅:12千人/日、大手町駅:2.5千人/日
と多数の利用者がいる。

○JR松山駅と松山市駅を結ぶバス路線のうち、7割が大手町通りを利用しており、主要なバスルート

となっている。

４．大手町通りの現状と周辺の課題
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出典：国土数値情報

■バスの運行状況

図 鉄道・路面電車の利用状況 図 バスの運行状況

※2022.6月末時点の平日における運行状況
※対象はJR松山駅か松山市駅で発着する高速バス・特急バス・
リムジンバス、及び、JR松山駅で発着する路線バス・フェリーバス

■鉄道・路面電車の利用状況（R2）

2550

587

9568
2199

357 343

443

5156

15310

509

575

12118人/日 2556人/日

伊予鉄・
郊外電車

伊予鉄・
市内電車

XXX [人/日]

XXX [人/日]

XXX [人/日]

JR線

路線 駅別乗降客数凡例

出典：運行会社各社の時刻表にて確認

至 松山空港

至 今治市

至 高知市

松山駅前
交差点 西堀端

交差点

南堀端
交差点

花園町
交差点

済美高校
前交差点

新玉小学校
西交差点

■交通機関の状況

50便未満

非運行区間

50～100便

100～200便

200～300便

300～400便

400便以上

区間あたり運行便数(ランク別) その他施設

凡例

主な信号
交差点

鉄道駅

398便

大手町通り

72%

千舟町通り

28%

運行便数

運行便数

550便/日



35.85

4.6026.005.25

0.500.50

1.25 8.50 5.50 8.50 1.25

A A’

４．大手町通りの現状と周辺の課題
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※1 H27年度全国道路・街路交通情勢調査結果
※2 R4.7.12（火）交通量観測結果にH27年度全国道路・街路交通

情勢調査の昼夜率1.26を乗じた換算日交通量
※3 R4.7.12（火）交通量観測結果

図 道路現況及び交通量
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断面B-B’自転車歩行者交通量
自転車 1,690台/12h
歩行者 1,138人/12h

断面A-A’自転車歩行者交通量
自転車 1,314台/12h
歩行者 1,440人/12h

※3 ※3

○大手町通りは幅員約36ｍの４車線の道路であり、自動車交通量は、約9千～11千台/日。
○歩道が整備されており、沿道施設への出入口部が多数設けられている。



○大手町通り周辺の国道56号及び国道196号や大手町通りでは荷捌き車両により通行車両や歩行者
の通行阻害が発生している。

４．大手町通りの現状と周辺の課題
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■大手町通り及びその周辺道路

■沿道及び交通状況

図 沿道及び交通状況
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① 十分な道路空間が確保されている
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③ 沿道店舗の荷捌き車両による走行阻害
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撮影日：R4.8.19（金）

② 歩道上の荷捌き車両による通行の阻害
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５．交通結節機能強化の方向性
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○中心市街地内では、“広域交通と域内交通の混在“、コミュニティセンターや銀天街など、”主要施
設への公共交通でのアクセスの脆弱性”、“中心市街地内への自動車交通の流入“など課題を有して

おり、交通結節点の機能強化と合わせてネットワークの再構築や次世代モビリティの導入などに

ついても検討が必要である。
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■交通ネットワークの課題


